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夢つなぐ長寿のかがやき富山から 
 第３１回全国健康福祉とやま大会 

     ねんりんピック富山 ２０１８ 
               

❖11 月2 日 山梨を出発 

❖11月3日 総合開会式  富山ふれあい広場 

      弓道交流大会  射水市（いみずし）   

  鈴木茂雄さん高齢者賞で表彰され、メダルと蒲

鉾の鯛造りを副賞としていただきました。 

❖11 月4 日 予選１回戦 四ッ矢１回  

 交歓試合では 鈴木茂雄、小林睦美 が健闘し

敢闘賞取得 

❖11 月5 日 予選２回戦 四ッ矢１回 

 予選２回の総的中２０中のチームが１０チーム

あり、内３チームまでが予選通過。我がチーム 

も２０中で競射となった。３回の競射を勝ち抜き

みごとベスト１６で予選通過となった。 

❖決勝トーナメント１回戦 

 広島県と対戦、１本差にて惜しくも敗退。結果

１１位 優秀賞となりました。 

 ３千ｍ級の立山連峰には雪が見られ、寒さを予

想していたが、大会中は好天に恵まれ良好でした。 

 最高齢者は男性８７歳、女性９３歳の方で、し

っかりと弓を引いておられ、私どもなお一層頑張

らなくてはと思いました。 

               小林 睦美 
  

監督：古屋 清記 

 選手：古屋 清記 雨宮 哲 山口千枝美   

渡辺 昇 森岡 博文 

 補欠：鈴木 茂雄  小林 睦美 

 
  団体     ：優秀賞  
  高齢者賞 ：鈴木 茂雄 
        敢闘賞   ：鈴木 茂雄  
               小林 睦美 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２回都道府県対抗弓道大会 

全日本弓道連盟が主催する、第２回都道府県対

抗弓道大会が、平成30 年11 月24 日（土）日

本武道館特設弓道場で開催され、全国から７５チ

ームの代表選手が参加し盛大に行われました。 

山梨県からも予選会を勝ち抜いた選手が参加。

みんな日頃忙しい中で練習に励み、いざ出陣で第

一回戦に臨んだが、健闘むなしく決勝トーナメン

トに進める16 チームに入ることができなかった。         

各選手は素晴らしい腕前を持っていたが、二十

射皆中のチームが出るなどの圧倒される勢いに押

され、涙をのんだ大会でした。 

来年はオリンピック 

準備の影響でこの大会が 

中止されるとのこと、 

寂しい気がいたします。 

皆様のご期待にそわず、 

誠に残念でしたが、次の 

チャンスを待つ人達に 

期待し、報告といたし 

ます。 

監督 佐野辰巳 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

監督 佐野　辰巳

選手 豊田　浩正

萩原　英寿

高埜　よしみ

上條　剛央

佐野　辰巳

補欠 渡辺　元樹

雨宮　哲

梶原　久美子



 

 

 

第32回 山日・YBS杯争奪弓道 

選手権大会 

平成30 年11 月23 日（日）小瀬武道館弓道場 

競技： 予選 四ッ矢１回 ２中以上で通過 

    決勝 射詰め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 納射会 

平成30 年12 月9 日（日）小瀬武道館弓道場 

  平成３０年の行事のしめくくりとして納射会が

開催された。菊池会長の矢渡しの後、峡北・峡西

ブロック、峡南ブロックの演武が行われた。 

 競技は全員の一手納射の後四ッ矢1 回の的中

制で行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

錬士臨時中央審査（関東地区） 
平成３０年１１月１０日（土） 

  錬士 鮫島 誠一（甲府） 
 

錬士臨時中央審査（関東地区） 
平成３０年１１月１１日（日） 

  錬士 平出 恭代（中央） 

  錬士 上條 剛央（上野原） 
 

関東地域連合審査（東京） 
平成３０年１１月１８日（日） 

  五段 佐々木 重雄（大月） 

 

 

参加申込人数　  72   名　　 参加者　　65  名

順 位 氏 名 支 部 名 段位 的 中数

優 勝 豊田浩正 甲府 四段 6

2 位 高部保延 都留 錬士五段 5

3 位 杉田喜久 富士川 参段 5
遠近競射による。

競 射 結 果

参加申込人数　　39　　名　　参加者　　37　　　名

女子の部

順 位 氏 名 支 部 名 段 位
予 選

的 中 数

優 勝 羽田珠実 山梨医大 四段 2 ○ ○

2 位 太田　澪 山梨医大 参段 2 ○ ×

3 位 田中清子 富士吉田 初段 2 ○ ×

競 射 結 果

　遠近競射による。

参加申込人数　　　69　名　　参加者　　　61　　名

男子の部

順 位 氏 名 支 部 名 段 位
予 選

的 中 数

優 勝 坂牧雅夫 笛吹 参段 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 位 雨宮　哲 笛吹 五段 4 ○ ○ ○ ○ ○ ×

3 位 長澤和久 南アルプス 五段 4 ○ ○ ○ ○ ○ ×

４ 位 小澤幸男 富士吉田 参段 4 ○ ○ ○ ○ ○ ×

５ 位 内藤良太 南アルプス 四段 4 ○ ○ ○ ○ ×

八寸的

競 射 結 果

遠近競射

による。

参加申込人数　　　36　名　　参加者　　　34　　名

称号の部

順 位 氏 名 支 部 名 称 号 段 位
予 選

的 中 数

優 勝 上條剛央 上野原 錬士五段 3 ○ ○ ○ ○ ○

2 位 竹村栄寿 甲府 錬士五段 4 ○ ○ ○ ○ ×

3 位 山下弘行 山梨 錬士五段 2 ○ ○ ○ ×

八寸的

競 射 結 果



 

 

 

 

第２５回石和清流杯争奪弓道大会 

1１月４日（日）笛吹市 清流館弓道場 

主催：笛吹市石和町体育協会 

１２０名の選手に、応援者・スタッフなど、県内

はもとより県外の埼玉・長野・東京・静岡・神奈

川などからも出場者がありました。そのおかげも

あってか、とにかくレベルの高い大会となりまし

た。また若い方の参加が多かったように思います。 

近的優勝者は８射皆中、二位の７中は１３人で

の競射となりました。遠的についても８射皆中が

３人、７中も数人おりました。 

弓道部員が用意したトン汁も好評でした。 

なんといっても柿が賞品と参加賞なので、とても

楽しみにしてくれているようです。 

石和町弓道部  古屋二三男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６回笛吹市弓道スポーツ少年団大会 

日時：平成３０年１２月２日（日） 

１７時～１９時３０分 

場所：いさわ清流館弓道場 

結果：  

＜小学生の部＞ １２射  

    優勝 加藤 苺暖 （石和６年）４中  

    ２位 大山 凜乃 （石和６年） 

    ３位 安田百々樹 （石和６年） 

    ４位 宮川 晃  （石和６年） 

    ５位 中込 慎也 （石和４年） 

＜中学生男子の部＞ １２射 

    優勝 石原 陸哉 （石和３年）８中 

    ２位 田辺 貴良 （石和３年） 

    ３位 佐藤 智輝 （石和３年） 

    ４位 古屋 羽琉 （石和２年） 

    ５位 安藤 洸  （石和３年） 

＜中学生女子の部＞ １２射 

    優勝 廣瀬 彩乃 （石和１年）６中 

    ２位 風間 美穂 （石和３年） 

    ３位 小澤ひとみ （石和２年） 

参加者：大会参加者 中学生 18 名 小学生 12 名   

合計３０名 

    指導員 石和３名       合計 ３名 

    応援保護者 石和１０名 御坂１名   

合計１１名 

               全体合計 ４４名

石和町弓道スポーツ少年団 古屋二三男 

 

 

 

 

 

平成３０年度 秋季弓道教室が終わる 
 
「はじめての弓道、もう一度弓道」の希望者を対

象に弓道教室を行いました。 

受講生の熱心な取り組みにより、初めて弓を手に

する人も最後には、射場から的に向かって矢を射

れるようになりました。 

的にあたって喜ぶ人もいました。８回という短い

期間でしたが上達が目に見えるようでした。 

 

遠的個人

優勝 上野原市 上條 剛央

準優勝 流  離（長野） 蟹沢 契太

第３位 諏訪遠的協会 河村 綾美

近的個人

優勝 甲府市 豊田 浩正

準優勝 飯　駒（長野） 宮沢 公利

第３位 上野原市 上條 剛央

近的団体

優勝 諏訪遠的協会 岩原 祐貴 上野　曜 河村 綾美

準優勝 藤沢　Ｂ 伊沢 悠軌 芳賀 隆汰 鈴木 大地

第３位 都留文大 外山 吉紀 中村 太一 中村 匠杜

〈同中競射〉

７中 　　宮沢 公利（飯駒）

６中 　　吉田 卓也（東京）

５中 　　馬場 彩音（流離）　　 　長沢 和久（南アルプス）

４中 　　依田 悦子（富士川）　　鷹尾 伏亮（上野原） 

３中 　　蟹沢 史弥（流離）　　　 安野 雄次（小川）

２中 　　伊藤 昇（大月）　　　　　田代  忍（小川）

１中 　　湯浅 紀美子（所沢）

０中 　　関口 純子（所沢）

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石和町弓道スポーツ少年団の活動紹介 

  石和町弓道部は青少年に対する弓道普及に 
 力を入れ取り組んでいます。そんな活動を紹介 
 して頂きました。 

石和町弓道スポーツ少年団は、１９９３年（平
成５年）５月２３日発足し、今年で２５年経ちま
した。 

毎年４月～１０月は１９時～２１時 （１１月
～３月は１８時～２０時）毎週水・日曜日にいさ
わ清流館弓道場で練習しています。入団する子ど
もは小学４年生以上で、中学生までとなっており
ます。 

弓道練習の他、町内の他スポーツ少年団との交
流大会や、ボランテイア清掃にも参加しており、
団内でもマス釣り・バーベキュー・ボーリングな
どのレクレーションも行っております。 

例年「納射会」「初射会」は、余興射なども工夫
し（色的板割り・風船割り他）楽しく練習するこ

とに心がけております。 
もちろん武道でありますから、指導の基本には

礼儀・作法に重点をおいているということはいう
までもありません。 

２００３年（平成１５年）の１２月からは、東
八代郡（現在は笛吹市）の弓道スポーツ少年団大
会も開催され参加しています。 

また、２０１５年（平成２７年）からは毎年８

月、弓道普及委員会主催による、県内外の小・中

生を対象にした「板額杯」大会が清流館道場で開

催され出場しています。 

平成３０年８月には全日本少年少女弓道錬成大

会で、女子チームが見事予選を突破し、「努力賞」

をいただきました。 

他の市でも弓道スポーツ少年団ができてもっと

交流できればよいと思います。 

石和町弓道スポーツ少年団団長 古屋二三男 

 

 

 

 

 
 会員のみなさま、山弓連のホームをご覧になった
ことがありますか。もしまだ見ていないという方は
パソコン、スマホ等で一度訪問してみてください。 
前報に引き続きホームページの状況を紹介します。
今年上半期の状況です。現在約 1500 回/月の訪問
回数ですが、どんなページが多く閲覧されているか、
ベスト10 をグラフに示しました。 
 大会記録が多く見られていますが、ホームページ
の便利さの一つ、行事予定が何時でも簡単に見られ
るところもグラフに表れています。このようなとこ
ろも参考にしながら多くの方が便利に使えるホーム
ページを目指して行きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  　　教室実施日  　参加者数（人）

    ９月　５日（水） ２１

    ９月１２日（水） ２１

  　９月１９日（水） ２４

  　９月２６日（水） ２２

  １０月　３日（水） ２２

  １０月１０日（水） ２２

  １０月１７日（水） ２５

  １０月２４日（水） ２５

  合　計     ８回  延べ １８２人

              
今年は各地で多くの災害に見舞われた一年でした、そん

なところから今年の漢字は「災」となっています。来年

は年号も変わります。希望に満ちた年でありますよう

に。皆様良いお年をお迎えください。 

ご意見、ご要望はkoho39ren@tb4.so-net.ne.jp へ (綿奈部)      

編集後記                              

山弓連ホームページ 

http://kyudo-yamanashi.com 
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